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平成15年度

一般会計予算

1，566万円(0.5%)
549万円
103万円

地方特例交付金
科子割交付金
交通安全対第特別交付金

6，102万円(1.5%)

自動車取得税交付金

地方消費税交付金

地方譲与税

予f諸費・労働費・災害{重出費・諸支出金 413万円(0.1%)9，820万円 (2.4%)

1億5，095万円 (3.6%)

8.654万円 (2.1%)

商工費

消防費

歳出
41億2，245万円

平
成
何
年
度
の
一
般
会
計

平
成
何
年
度
の
一
般
会
計
予

算
な
ど
が
一
一
一
月
定
例
議
会
に
お
い

て
百
決
さ
れ
ま
し
た
。

村
税
や
地
方
交
付
税
が
減
少
し

財
源
の
確
保
が
年
々
厳
し
さ
を
増

し
て
き
で
い
る
状
況
の
な
か
、
従

前
に
も
増
し
て
歳
出
の
徹
底
し
た

見
直
し
と
重
点
化
を
進
め
た
予
算

編
成
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
は
、
前
年
度
よ
り
3

億
3
，

4
0
0
万
円
壊
の
引
億
2

2
4
5
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
会
計
は
前
年
度
よ

り
9
，

8
1
0
万
円
増
の
引
憶
3

4
8
3
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

4

フ
年
度
の
一
般
会
計
予
算
の
概

要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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画
開
肉
付
制
m

j
地
域
に
よ
っ

て
地
方
税
の
収
入
額
に
差
が
あ

る
た
め
、
標
準
的
な
好
政
を
行

う
た
め
の
安
出
に
此
べ
、
地
方

税
収
入
が
不
足
す
る
地
方
公
共

団
体
に
対
し
、
そ
の
差
額
を
埋
め

る
た
め
に
、
国
に
い
っ
た
ん
集
め

て
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
〈
主
で
す
。

暗
躍
浸
出
直
ほ
県
国
油
直
」

j
村

が
事
業
を
行
う
場
合
に
、
国
や

県
が
事
業
霞
の
一
部
を
助
成
す

る
お
金
で
す
。

同ハハハ畑町

j
長
期
間
で

返
済
す
る
村
の
借
入
金
で
す
。

画
阿
骨
四
時
m

j
国
税
と
し
て

徴
収
さ
れ
、
=
疋
の
基
準
に
よ

っ
て
地
方
自
治
体
に
譲
与
さ
れ

る
お
〈
ヰ
で
、
自
動
車
重
量
譲
与

税
、
地
方
道
路
譲
告
税
、
航
空

機
燃
料
譲
与
税
芯
ど
が
あ
り
ま

す。囚
ハ
晴
川
園
田
;
地
方
公
立
ハ
毘

体
が
、
地
方
債
の
発
行
の
際
に

定
め
ら
れ
た
条
件
に
よ
り
、
毎

年
度
必
要
と
す
る
元
金
の
償
還

及
び
利
害
の
吏
払
い
に
要
す
る

経
費
一
の
合
計
額
の
こ
と
を
一
一
=
口
い

ま
す
。

1人当たりが納める村税

64，287円

24，819円

6，607円

1，823円

97，536円

国定盗 産 税

市町村民税

市釘村たばこ税

軽自動 車 税

合計

( 1月1日現在人口7，574名)

市町村たばこ税
(6.7% ) 

5，004万円

軽自動車税
(2.0% ) 

1，381万円

-般会計 412，245万円

国民健康保険 65，495万円

老 {呆!建 66，602万円

BU 介 保隙 23，613万円

簡易水道事業 1， 710万円

E十
農業集落排水 23，791万円

上水道事業 32，272万円

言十 625，728万円
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水
道
事
業

住
民
代
表
か
ら
な
る
合
併
研

究
会
を
設
置
し
て
、
合
併
問
題

に
つ
い
て
協
議
・
研
究
し
て
参
り

ま
す
。

水
需
要
に
対
応
し
た
水
資
源
確

保
は
重
要
で
、
今
出
ダ
ム
の
完
成

が
待
た
れ
参
両
市
町
村
と
一
体
と

な
り
建
設
促
進
に
努
め
て
参
り
ま

す。
下
水
道
事
業

村
氏
の
生
活
に
査
結
し
た
道

路
整
備
と
し
て
、
基
盤
整
備
促

進
事
業
で

3
路
線
、
農
村
総
合

整
備
統
合
補
助
事
業
で
5
路
線
、

さ
ら
に
地
域
開
発
整
備
関
連
農

林
業
対
策
事
業
や
地
方
特
定
道

路
整
備
事
業
等
で
の
整
備
を
計

画
し
て
お
り
ま
す
。

豊
か
な
生
活
を
営
む
う
え
で
下

水
道
の
整
備
は
必
要
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
農
業
集
落
排
水
事

業
に
よ
り
、
農
業
用
用
排
水
の
水

質
改
善
と
あ
わ
せ
て
整
備
を
図
り
、

須
釜
地
区
の
早
期
完
成
を
目
指
し

事
業
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

環
境
衛
生

石
川
地
方
の
最
終
処
分
場
が

供
用
開
始
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

法
に
基
づ
き
分
別
収
集
と
適
正

処
理
に
努
め
、
資
源
循
環
型
社

会
に
貢
献
し
、
ゴ
ミ
に
よ
る
環

境
破
壊
を
防
ぎ
、
地
球
環
境
の

保
全
に
寄
与
す
る
よ
う
取
り
組

前
年
度
か
ら
の
継
続
で
川

問
地

6
号
棟
の
建
設
に
取
り
組

み
ま
す
。

総
合
運
動
公
園
整
備
事
業

と
な今
力年
ま度
すは

t 、
口

体
育
館
の
フじ

成

平成15年4月広報たまかわ

3月20日で開港10圏年を迎えました

撞
畠
空
港
に
一
番
機
が
経
り
た

の
は
、
平
成
5
年
3
月
初
日
午
前

川
時
初
分
過
ぎ
、
大
阪
発
の
日
航

機
で
し
た
。

滑
走
路
2
0
0
o
m
で
開
港
し

た
福
島
空
港
は
、

3
月
山
臼
で
開

港
問
題
任
を
迎
え
ま
し
た
。

外
国
の
特
別
機
も
降
立
つ

大
隊
、
札
幌
、
名
古
屋
の
3
路

線
で
開
港
し
た
稿
島
空
港
は
、

ん
で
参
り
ま
す
。

農
業
振
興

生
産
調
整
は
、
前
年
度
よ
り

日・

6
M
拡
大
配
分
さ
れ
非
常
に

厳
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
が
、

関
係
機
関
、
団
体
と
の
連
携
を
図

り
、
水
田
農
業
の
確
立
を
図
っ
て

参
り
ま
す
。
畜
産
関
係
で
は
、
家

畜
排
准
物
対
策
と
し
て
小
規
模
畜

産
農
家
も
含
め
て
、
堆
肥
舎
の
設

置
等
に
つ
い
て
指
導
支
援
、
農
地

還
元
へ
の
利
用
促
進
を
図
っ
て
参

り
ま
す
。

健
康
づ
く
り
と
福
祉

生
活
習
慣
病
予
防
の
指
針
と
な

る
「
健
康
日
本
白
玉
川
計
画
」
の

策
定
を
進
め
る
ほ
か
、
居
宅
介
護

支
援
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も

に
、
生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事

業
や
高
齢
者
に
や
さ
し
い
住
ま
い

づ
く
り
助
成
事
業
を
実
施
し
介
護

予
防
意
識
の
浸
透
を
図
っ
て
参
り

ま
す
c

後
に
福
岡
線
が
就
航
し
た
の
を
は

じ
め
、
函
館
線
、
帯
広
線
、
広
島

線
が
相
次
い
で
就
航
す
る
な
ど
路

線
及
び
乗
降
客
数
と
も
順
調
に
伸

び
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
開
港
開
も
な
い
4
月
に

は
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
の
ア
プ
ド

ッ
ラ
1
・
ゼ
ン
・
ザ
i
イ
ド
・
ア

ー
ル
・
ナ
ハ
ヤ
i
ン
殿
下
‘
行
の

特
別
機
が
飛
来
、
さ
ら
に
、

7
月

に
は
ヨ
ル
ダ
ン
ハ
シ
ミ
テ
王
国
の

ハ
イ
ヤ
王
女
が
降
立
ち
ま
し
た
。

開
港
翌
年
に
は
、
大
人
気
の
マ

リ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ュ
ニ
ア
が
開
港

1
周
年
を
記
念
し
て
植
島
空
港
に

飛
来
す
る
な
ど
、
様
々
な
出
来
事

が
あ
り
ま
し
た
。

商
工
業
の
振
興

特
産
品
の
開
拓
や
販
路
の
拡
大

に
資
す
る
た
め
、
地
域
振
興
活
性

化
事
業
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
商
工
会
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
経
営
者
の
育
成
や
商
工
業

の
活
性
化
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

教
育
の
振
興

か
な
人
間
性
や
創
造
性
、

生
き
る
力
を
育
む
た
め
、
指
導

方
法
の
改
善
充
実
に
努
め
る
と

と
も
に
、
幼
稚
園
に
お
い
て
は
、

基
本
的
な
生
活
習
慣
の
形
成
を

中
心
に
、
小
中
学
校
に
お
い
て

は
、
「
基
礎
学
力
の
向
上
」
、
一
心

の
教
育
の
充
実
」
と
「
個
性
重

視
」
の
教
育
推
進
に
努
力
し

て
参
り
ま
す
。

公
民
館
事
業

「
人
づ
く
り
」
、
「
地
域
づ
く
り
」

一
体
力
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
に

一
心
豊
か
に
す
る
村
づ
く
り
」
の
た

め
生
涯
学
習
や
、
気
軽
に
ス
ポ
ー

ツ
に
取
組
め
る
機
会
を
充
実
す
る

た
め
に
設
立
し
ま
し
た
「
た
ま
か

わ
元
気
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
な
ど

の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
並
び
に
伝
統
を

生
か
し
た
文
化
活
動
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

県
民
の
空
港
と
し
て

現
在
、
一
福
島
空
港
か
ら
は
大
阪

線
(
1
臼

3
使
)
、
札
幌
線

(
1
自

2
便
)
、
福
岡
線

(
1
日
1
便)、

福富空港のあゆみ
昭61.9.20福富空港の設謹許弓

82l63. 9.14福島空港起工式

平5.3.20福患空港開港

大阪線、札螺線、名吉屋銀就航

平5.5.1 福田線就航

平6.6..1 臨館線(季節{更)就航

平6.9.4 沖縄線就航

平7.7.22帯広綜(零節箆)就航

平7.11.13滑走路2，500m拡張工事起工式
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主
な
事
業
と
予
算
額

総
合
運
動
公
園
整
備
事
業

8
億
8
，6
5
7
万
円

農
村
総
合
整
備
統
合
補
助
事
業

1
億

6
4
万
円

公
営
住
宅
建
設
事
業

ー
億
3
，
2
0
1
万
円

中
山
間
地
域
等
宜
接
支
払
事
業

2
，
7
8
1
万
円

母
畑
土
地
改
長
事
業
負
担
金

4
，1
0
0
万
円

須
賀
川
地
域
広
域
消
防
組
合
分
担

金

1
億
I
，2
7
9
万
円

石
川
地
方
生
活
環
境
施
設
組
合
負

担
金

1
億
4
，
4
1
2
万
円

立
地
企
業
従
業
員
用
施
設
新
設
事

業

7

，
6
2
0
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
補
助

2
，3
8
7
万
円

児

童

手

当

3

，
1
2
6
万
円

特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
補
助

2
，
8
7
6
万
円

知
的
障
害
者
施
設
支
援
事
業

4
，2
9
7
万
円

小
中
学
校
パ
ソ
コ
ン
リ
l
ス

I
，
6
0
5
万
円

開港 1周年を記念してやってきたマリンジャンボジユ土ア

沖
縄
線
(
1
日
1
使
)
、
ソ
ウ
ル
線

(逓
3
便
)
、
上
海
線
(
週
2
便
)
が

運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
比
年
9
月
に
は
、

あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路
が
福
島
空
港

I
C
ま
で
開
通
し
、
福
島
空
港
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
よ
り
快
適
な
も
の

と
な
り
福
島
空
港
の
利
便
性
の
向

上
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
空
港
の
利
用
者
数
は

減
少
し
て
き
で
お
り
、
路
線
の
休

航
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
福
島
空

港
は
県
民
に
と
っ
て
重
要
な
交
通

手
段
と
な
っ
て
お
り
、
県
民
の
積

極
的
な
利
用
な
く
し
て
は
、
よ
り

一
層
の
利
便
性
の
向
上
が
図
れ
ま

せ
ん
。
航
空
運
賃
の
割
引
制
度
な

ど
を
上
手
に
利
用
し
な
が
ら
県
民

の
福
島
空
港
を
も
っ
と
利
用
し
、

よ
り
よ
い
空
港
に
し
て
い
き
ま
し

ょ、っ。

平10.6目 17国際線部客ターミナルピル麓

工

平11.6.17国際線旅客ターミナルビル関

館

上海蝦就航

平11.6.22ソウル線拡航

平12.7.13 2，500m滑走路全面供用

平12.10.1 靖広線休航

平13.4. 1 広患線就航

平13.12.1 i;画館線休航

平14.4.1 広島綜休航

平15.1.14名古麗線休航

平15.3.20福患空港開港10周年
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別れ、新たな旅立ち
3
月
怯
竹
別
れ
の
季
節
で

あ
り
、
新
だ
な
旅
立
ち
の
季

節
で
も
あ
り
ま
す
。

3
月
日
日
の
泉

・
須
釜
両

中
学
校
の
卒
業
式
を
皮
切
り

に、

3
月
行
日
の
い
ず
み
・

す
が
ま
幼
稚
園
の
卒
園
式
、

3
月
泊
臼
の
川
辺
・
玉
川
第

一
・
須
釜
小
学
校
の
卒
業

式
、
3
月
お
日
の
須
釜
児
童

館
の
終
ざ
式
、

3
月
幻
日
に

泉
保
宵
所
の
終
一ゴ
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

入
学
入
園

お
め
で
と
う

4
月
2
日
に
泉
保
青
所
で
入
所

式、

5
日
に
須
釜
児
童
館
の
入
所

式
、
ア
巳
に
川
辺
・
玉
川
第
一

須
釜
小
学
校
、
泉
・
須
釜
中
山
号
校

で
入
学
式
、

8
日
に
い
ず
み
・
す

が
ま
幼
稚
園
で
入
園
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

児
童
・
笠
徒
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ

に
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し

た
。

平成15年4月広報たまかわ

須釜中学校

玉川第一小学校

固
定
資
産
評
価

審

査

委

員

間
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

小
林
弘
さ
ん

(竜
崎
・

2
期
日
)

と
相
楽
停
吉
き
ん
(
南
須
釜

・

新
任
)
が
任
命
さ
れ
、
こ

の
ほ

ど
車
田
村
長
か
ら
任
命
書
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

任
期

は
4
月
1
日
か
ら
3
年
間
と
な

り
ま
す
。

いずみ幼稚園

5ムさん林相楽{専吉さん

曽
農
指
導
員
に
小
林
氏
を
委
嘱

玉
川
村
営
農
推
進
協
議
会
で

は
、
営
農
指
導
員
と
し
て
小
林

耕
作
さ
ん

(
U
歳
)
を
委
嘱
し

ま
し
た
。

小
林
さ
ん
は
、

福
島
県
立
農

業
短
期
大
学
校
の
研
修
部
長
を

退
職
さ
れ
、
そ
の
後
塙
町
に
お

い
て
農
業
経
営
専
門
指
導
員
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
本
村
に
お

い
て
は
、
そ
菜
部
門
の
指
導
を

担
当
し
ま
す
。

な
お
、
平
成
9
年
か
ら
営
農

指
導
員
と
し
て
、
そ
莱
部
門
の

指
導
を
担
当
さ
れ
ま
し
た
前
任

の
池
田
嘉
典
さ
ん
は、

3
月
白

日
付
け
で
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

小林耕(乍さん

6 

須釜児童館

退職された

池田嘉典さん
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平成15年4月

4
月
1
日
付
の
村
職
員
人
事
異

動
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
)
内
は
、
旧
所
属
・
職
名
で

す。門
参
事
職
】

V
参
事
兼
総
務
課
長

(
議
会
事
務
局
長
)
野
口
庄
嗣

{
課
長
杷
当
職
】

V
議
会
事
務
局

長
(
泉
保
育
所
長
)
真
弓
好
司

V

公
民
館
長
(
須
釜
支
所
長
兼
須
釜

児
童
館
長
)
鈴
木
工
大

V
泉
保
育

所
長
(
会
計
室
主
幹
兼
室
長
補
佐

兼
出
納
係
長
)
添
田
チ
ヨ
子

V
教

育
次
長
兼
教
育
課
長
(
教
育
委
員

会
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
学
校
教
育

係
長
)
草
野
正
博

V
須
釜
支
所

長
兼
須
釜
児
童
館
長
(
企
画
財
政

課
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
企
画
係
長

兼
空
港
対
策
係
長
)
小
針
敬
人

【
課
長
補
佐
相
当
職
】

V
会
計
室

室
長
補
佐
兼
出
納
係
長
(
健
康
福

祉
課
課
長
補
佐
兼
福
祉
係
長
)
大

和
田
ス
ミ

V
農
政
課
課
長
補
佐

兼
農
業
振
興
係
長
(
建
設
課
主
任

主
査
兼
管
理
係
長
)
村
越
正
広

V

教
育
委
員
会
教
育
課
長
補
佐
兼
学

校
教
育
係
長
兼
生
涯
学
習
係
長

(
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係
長
)
本

日
吉
和

V
健
康
福
祉
課
課
長
補

佐
兼
福
祉
係
長
兼
介
護
保
険
係
長

広報たまかわ

女 性の

視点から

女
性
の
視
点
か
ら
地
域
づ
く
り

に
つ
い
て
学
習
と
研
究
を
行
っ
て

き
た
、
女
性
か
ら
見
た
ま
ち
づ
く

り
研
究
会
で
は
、
今
後
の
地
域
づ

く
り
に
必
要
な
施
策
を
集
約
し
提

言
書
と
し
て
ま
と
め
、
3
月
比

H

車
田
村
長
に
提
言
書
を
手
渡
し
ま

(
健
康
福
祉
課
国
民
健
康
保
険
係

長
)
永
林
正
典

V
企
画
財
政
課
課

長
補
佐
兼
企
画
係
長
兼
空
港
対
策

係
長
兼
務
工
観
光
係
長
(
企
画
財

政
課
財
政
係
長
)
丹
内
一
彦

V
建

設
課
主
任
主
査
兼
管
理
係
長
(
農

政
課
主
任
主
査
兼
農
政
係
長
)
森

博

V
税
務
課
主
任
主
査
兼
回
定

資
産
係
長
(
総
務
課
主
任
主
査
兼

消
防
交
通
係
長
)
小
針
弘

V
須
釜

児
童
館
主
任
主
査
兼
主
任
保
育
士

(
泉
保
育
所
主
任
主
査
兼
主
任
保

育
士
)
鈴
木
キ
ク
ミ

【
係
長
相
当
職
】

V
総
務
課
消
防

交
通
係
長
兼
広
報
広
聴
係
長
(
税

務
課
固
定
資
産
係
長
)
溝
井
浩
一

V
健
康
福
祉
課
国
民
健
康
保
険
係

長
(
企
画
財
政
課
商
工
観
光
係
長
)

矢
部
玄
幸

V
農
政
課
農
政
係
長

(
総
務
課
広
報
広
聴
係
長
)
須
釜
信

一

V
企
画
財
政
課
財
政
係
長
(
農

政
課
主
査
)
須
田
潤
一

V
農
業
委

員
会
係
長
(
農
業
委
員
会
主
査
)
溝

井
陳
彦

V
泉
保
育
所
主
任
保
育

士
(
須
釜
児
童
鮪
主
任
保
育
士
)
小

針
敏
子

V
総
務
課
主
査
(
農
政
課

主
査
)
塩
田
敦

V
す
が
ま
幼
稚
閤

主
査
兼
教
諭
(
す
が
ま
幼
稚
園
主

事
兼
教
諭
)
円
谷
さ
と
み

【
係
員
】

V
農
政
課
主
事
(
水
道
課

主
事
)
高
林
浅
輝

V
公
民
館
主
事

(
須
釜
支
所
主
事
)
塩
津
賢
一

V

し
た
。研

究
会
は
、
女
性
が
社
会
や
地

域
に
お
い
て
、
よ
り
快
適
で
よ
り

明
る
く
よ
り
楽
し
く
過
ご
せ
る
環

境
の
構
築
(
地
域
づ
く
り
)
を
目
指

し
日
人
の
メ
ン
バ
ー
で
発
足
、
昨

年

8
月
よ
り
毎
丹
、
様
々
な
サ
ブ

提言事頂

.女性の就業と三子育て支援に関する提言。保育所・鈎桂園の環境整備の充実。空き教室を利用した学童保需の実施

.福祉施設の充実と福祉制度の整備・拡充に関する提語。玉川村保健センター施設の整備-宛実。各福祉制度の整備・拡充とPR

企
画
財
政
課
主
事
(
健
康
福
祉
課

王
事
)
上
野
竜
也

V
水
道
課
主
事

(
建
設
課
主
事
)
瀬
谷
輝
賢

V
会

(
会
計
室
主
事
補
)
大
竹

一
誠

{
退
職
〕

(
3
用
計
日
付
)

V
岡
部
勝
良
(
参
事
兼
総
務
課
長
)

V
溝
井
義
一
ニ
(
参
事
兼
教
育
次
長

兼
教
育
課
長
兼
玉
川
村
公
民
館
長

兼
須
釜
公
民
館
長
兼
玉
川
村
氏
体

育
館
長
)

V
大
和
田
茂
康
(
農
政

課
課
長
補
佐
兼
農
業
振
興
係
長
)

V
矢
吹
古
一
房
(
総
務
課
主
任
運
転

手
)

V
石
森
キ
ヨ
シ
(
東
部
共
同

調
理
場
調
理
員
)

新
採
用
職
員
で
す

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

藤費;告さん

.22歳量須霞JII市

信須釜吏所

佐久間 充さん

聞23蔵 掴 岩 法 寺

田健康福祉課

5 山富裕さん

.24蔵 ・ 中

腫建設課

テ
ー
マ
に
よ
り
学
習
及
び
研
究
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
提
言
内
容
は
女
性
な
ら
で

は
の
発
想
、
考
え
、
ア
イ
デ
ア
等

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

提言3.~子供たちの鍵全な育成に関する提言。あいさつ運動の実践。吾1共の自然体験プログラムの実施。地域伝統文化の保奇・保護・継承

提言4.市町村合併問題と地域づくりに関する提言。玉川村独自の地域づくりの推進

教
職
員
人
事

村
内
の
各
小
・
中
学
校
の
教

職
員
の
人
事
異
動
は
次
の
と
お

り
で
す
。

転

出

番

(

)

は

新

任

校

{
玉
川
第
一
小
学
校
〕

V
岩
木

光
輝
教
諭
(
矢
吹
町
立
中
畑
小

学
校
)

V

中
島
暢
子
教
諭

(
天
栄
村
立
大
里
小
学
校
)

{
川
辺
小
学
校
〕

V
五
十
嵐
三

雄
校
長
(
郡
山
市
立
片
平
小
学

校
)

V
阿
部
雅
好
教
頭
(
伊
達

町
立
伊
達
小
学
校
)

V
西
間
木

茂
子
教
諭
(
須
賀
川
市
立
東
山

小
学
校
)

V
佐
藤
盟
校
教
諭

(
福
島
市
立
水
保
小
学
校
)

{
須
釜
小
学
校
】

V
岩
橋
康
紀

教
諭
(
只
見
町
立
只
見
小
学
校
)

V
山
出
さ
お
り
教
諭
(
西
郷
村

立
小
田
倉
小
学
校
)

V
今
野
隆

子
養
護
教
諭
(
須
賀
川
市
立
仁
井

田
小
学
校
)

{
泉
中
学
校
】

V
飯

島

裕

校

長

退

職

V
味
戸
玲
子
教
諭

(
須
釜
中
学
校
)

{
須
釜
申
学
校
】

V
玉
山
肇
男

校

長

退

職

V
小
針
克
則
教

諭
(
郡
山
市
立
安
積
第
一
一
中
学

校
)

V
五
十
嵐
毅
教
諭
(
須

賀
川
市
立
仁
井
田
中
学
校
)

V

白
旗
、
優
子
主
査
(
石
川
町
立
中

塁準月額は2，194円

所得段階 ます象となる方
平成15年度

保験料

第1段臨

第2段臨

第3段階
れている万

第4段階
本人が課税されている方で、合間 i32，900円
得金額200万円未満の方

第5段階
本人が課税されている万で、合計所! 39，500円
得金額が200重年以上の方

8 

谷
第
二
小
学
校
)

器

入

者

(

)

は

悶

任

校

【
玉
川
第
一
小
学
校
〕

V
安
斎

邦
子
教
諭
(
須
賀
川
市
立
西
袋

第
二
小
学
校
)

V
吉
田
相
康
教

諭
(
石
川
町
立
山
形
小
学
校
)

【
川
辺
小
学
校
}

V
冨
岡
ケ
イ

子
校
長
(
船
引
町
立
石
森
小
学

校
)

V
佐
原
崇
彦
教
頭
(
石
川

町
立
母
畑
小
学
校
)

V
橋
本
寛

美
教
諭
(
古
殿
町
立
大
原
小
学

校
)

V
金
井
久
仁
子
教
諭
(
須

賀
川
市
立
大
森
小
学
校
)

V
関

根
麻
美
講
師

【
須
釜
小
学
校
】

V
鈴
木
奈
穂

/
丁
教
諭
(
新
採
用
)

V
川
崎
さ

と
子
養
護
教
諭
(
浅
川
町
立
里
白

石
小
学
校
)

V
石
山
登
子
講
師

{
泉
中
学
校
}

V
永
瀬
克
己
校

長
(
県
中
教
育
事
務
所
生
涯
学
習

課
長
)
V
山
口
京
子
教
諭
(
平

田
村
立
蓬
田
中
学
校
)

V
矢
吹

章
講
師

【
須
釜
中
学
校
}

V
矢
吹
保
男

校
長
(
石
川
町
立
南
山
形
小
学
校
)

V
鈴
木
光
太
郎
教
諭
(
塙
町
立

塙
中
学
校
)

V
味
戸
玲
子
教
諭

(
泉
中
学
校
)

V
相
馬
千
秋
教

諭
(
船
引
町
立
船
引
中
学
校
)

V
大
竹
美
枝
、
王
事
(
石
川
町
立

中
谷
第
二
小
学
校
)

V
佐
藤
美

智
子
講
師

4月1日から粗大ごみの申込方法等が

下記のように変わりました

きららクリーンセンター
電話26-9000 FAX26-9001 
土・日曜日及び祝祭自を除く毎日

(午煎8時30分~午後5時)
申込された方と相談のうえ収集いたします

-申込先

-申込期間

-収集期間

介護保険加変わりまじた

介護保険制度がスタートして3年が経過しました。核

家族化や少吾イじにより、介護をする若い人たちの数が減

る一方、高齢化の進行で介護サービス量は増加すること

が見込まれます。

介護保険制度では、このような状況に対応していくた

め、 3年ごとに5年間を計画期間とするf介護保隙事業

計@Jを策定して、介護サービスの男込み量などを計画

することになっておりますc

これを受け村では平成15年度からの第2期事業計画を

策定しました。これに伴い介護保険料も見重とされ、保険

料額も変霊になりました。

平成15年度から17:q:度までの3年間の保険料は、基

準月額2，194円と決定されました。また、各所得段階到

の年額保険料については次の表のとおりです。

9 



平成15if4月

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
者
に
対
す
る
補
助

広報たまかわ

村
で
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
河
川
な
ど
の
水
質
汚
濁
を
防

止
す
る
た
め
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
方
に
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
補
助
対
象
地
域
内
に
お
い
て
、
専
用
住
宅
(
庖
舗
な

ど
と
の
併
用
住
宅
に
つ
い
て
は
、
住
宅
部
分
の
延
べ
床
面
積

苫

認

が

2
分
の

1
以
上
で
あ
る
こ
と
)
に
、
処
理
対
象
人
員

m人
槽

山
山

J

以
下
の
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
人
。

市

補

助

対

象

地

峨

農

業

集

落

排

「

〕

引

っ

|

寸

」
」

1

閉
山
水
事
業
計
画
区
域
内
を
除
く
村
全
一
叶
一
一

円

一
円

一
円

一訂訂訂可i¥Jiべ一

i

削

削

域
O

な
お
計
画
区
域
内
で
も
、
補
一

…臨
一
腕

一
∞

一
∞

一
∞

一

汁

比

一

持

d

一

1
一

9

4
併
助
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
一
悌

一
;

お

一

引

一
引

補
助
金
額
設
置
費
用
の
う
ち
、
一
劃

一

一

一

、E-
f
表
の
額
を
限
度
と
し
ま
す
。
な
お
、
一
段

一

一

一

一

一I
Uν補
助
基
数
に
は
制
限
が
あ
り
ま
す
。

一
筋
一
分

一
軍ヨ

一
泊

一
噌

E
K
E

一
化

一
致
一
壇

一
ん

一
火

J
-
詳
し
く
は
、
村
住
民
課
へ
お
一
時
一
昨
一
以

一
三

刊

一

-

問

合

せ

下

さ

い

。

一

捌

一
人
つ
、

一
土

台

醐

W

4

6

2

4

一

色

一

一

一

問
一号
室
ご
み
処
理
機
設
音
量
ト

j

ア」

村
で
は
、
家
庭
内
で
の
生
ご
み
の
減
量
化
を
図
る
た
め
、
電

気
式
生
ご
み
処
理
機
を
設
置
す
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

対
象
者
村
内
に
お
住
ま
い
で
、
生
ご
み
を
5
分
の

1
以
下
に

減
量
で
き
る
処
理
機
を
設
置
す
る
人
。

補
助
金
額

設
置
費
用
の

2
分
の

1
。
た
だ
し
、
最
高
限
度
額

は
1
5，
0
0
0
円
で
す
。

詳
し
く
は
、
村
住
民
課
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
o

g
U
1
4
6
2
4
 

応[?$J[O

村
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
の
表

彰
式
は
、
午
後
6
時
ぬ
分
か
ら
村

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
2
階
農
研
室

に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
表
彰
該
当
者
は
、
文
化

功
労
賞
が
6
名
、
文
化
優
秀
賞
が

7
名
の
方
々
が
受
賞
し、

賞
状
と

記
念
品
を
授
与
し
功
績
を
讃
、
え
ま

し
た
。

村
の
文
化
発
展

に
貢
献

IN トピき~@~

犬の登録と狂犬病予防注射

生 後91日以上の犬は、宝涯 1回の登録と、年 1回の狂犬病予防注

射の接種が法律で義務づけられています。犬を飼う場合は、必ず登

録し予訪注射を受けてください。

登録と予防注射の日程

平成15年5月13日(火) 西部地Iz:

15日(木) 村内全域

(実施場所の詳細については表のとおり)

料金(1頭当たり)

・新規登録の犬 6，100円

(内訳登録料3，000円、注射料2，550円、注射済票550円)

・登録済の犬 3，100円

(内訳注射料2，550円、注射済票550円)

犬を飼う場合の注意点、

・散歩中のフンは重任をもって処理する0

・犬を放し館いにしない。

・不幸な吾犬等が生まれるのを防ぐため、 f避妊

ましょう 0

・飼い主や犬の住所等に変更があったときは、村住民課へ連絡する。

東部地区14日(水)

去勢手術Jを受け

10 

日 日寺 実施場所

8:45"-'9:05 蒜生農業構造改善センター前

午
9 : 15"-'9:40 川辺公民館前

9 :50"-'10 : 1 0 吉集会所前
5 

10 :30"-'10 :45 四辻新田四辻分校入口

月 同日
11 :05"-'11 :20 山小屋公民館前

15 11 : 30"-' 12 : 00 須釜宣所前

日 1 :05~1 :30 北須釜生活改善センタ一前

木 午 1 :40"-'2 : 05 岩;去寺農業構造改善センタ一前

2 : 15"-'2 :40 竜崎集会所剛

{愛 2 :50~3 : 15 中生活改善センター前

3 :25~4 :00 玉川村役場前
」

日 日寺 実施場所

8・45"-'9:05 蒜生農業構造改善センタ…前

9: 15~9: 40 川辺守宮ノ則 白山弘仰宅前

午 9:50"-'10・20 )11辺公民館副

10: 30"-' 1 0: 40 川辺亨武道小針節男宅脇
5 

川辺写中沖 リバーストーン前F.lU 10: 50"-' 11 : 05 
月

11 :15~ 11 :25 小高亨東ノ副長慶橋

13 11 :35"-'12:00 I玉川村役場則

臼 1 :05~1 :25 中生活改善センター前

2i 14二
1 :35~2 ・ 00 中害後作田 石川タクシー削

2:10~2:20 岩j去寺字道嘉村越路宅剖

f受
2: 30"-'2: 50 岩j去寺 農業構造改善センタ一則

3:00~3:20 竜崎宰原作田 仁井田商庖脇

3:30~4:00 竜崎集会所剛

8:45~9:05 吉集会所前

9: 15~9:35 南須釜 南宿集会所日目

9:45"-'9:55 高須釜宰狸穴扇屋商目前

10:05~10:20 南須釜 青井沢集伺所関

10:25"-'10:35 高須釜写大井沢入口 T宰路

月 月日
10 :40"-'11 :00 四辻新田 四辻分校入口

14 11: 10"-'11 :20 玉川畜産センター入口

日 11 :30"-'11 :50 山小屋公民館前

水 1 :05~ 1 :30 須釜支所前

午 1 :40，，-，2:00 北須釜奥撫地区間易給水施設脇

2:10"-'2:30 北須釜大川内辰夫宅入口

後 2:40"-'3・00 北須釜生活改善センター前

3: 1O~3:30 北須釜亨総与内 鈴木孝宅剖十亨路

第56回県下IJI中挙校音楽祭(第
3部創作)で銀賞。県議初め
震で書初め奨励賞

ト4元年~H8年まで庶務会計。
H 9年~H12年まで会長。 現在
も顧問として会青成発展に寄与

' 自 県大会H3年一等、H9年一等
文化|車野 昭吉 i北須釜 |玉川村菊花i仁2点入賞。 H10年 H14年
功労賞 (73) 1 -1U/.><= 1 愛沼会 i 厚生大臣賞。 団体二等入賞等に

も貢献

臼鍬(笠鉾)踊り、白鍬獅ミ子舞の
款の指導、 843年~現在
民芸保存会会長H3年~H10年

854年より現在まで南須釜念仏
~i借り保容のため協力指導

l第 16回福島県小学綬児童画展
玉111

!に出昂し、6年生の部で金主主を
第一小学校 i司 出

3之;長ミ

受賞者名簿

! :::C-r:-+ m*J+: I 西郷波文化 i吉村忠雄 1=，=-<>-1 
1 ~'~0f;-:-'~~ I i萄須釜 | 北ノ宿功労箆 (60) I I+M'= I 

¥ '-"'-' ，民芸1宋君子会

。切り総

愛沼会

崎
駅
…
品
一
品

一
局
芸

-F

小
俗
間

民
在
レ

南須重宝

念仏踊り
{呆窓会

平成15年4月広報たまかわ

文化 IIJI原紹子I fJ\I~""7I")~D/O I r菊須釜
羽労賞 (73)

申

中

ラジ刀福島主催の rll)の発見j

作文コンクールで優秀賞
泉中学校

泉中学校辺

県民共済組合主催の

[県年賀状コンクールJで銀賞

県造形作昂審査会給萄の部で
特選

辺

泉中学校

県造形作品審査会デザインの
部で特選

祭造形作昂審査会絵画の部で
特選

泉中学校

泉中学校

泉中学校

空
港
イ
ベ
ン
ト
二

を
楽
し
む
一

福
島
空
港
開
港
ぬ
周
年
記
念
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
人
出
で

賑
わ
い
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
に
は
、

Y

O
S
A
K
O
I
踊
り
、
地
元
の
南
須

釜
の
念
仏
踊
り
、
極
真
館
玉
川
道
場

の
空
手
演
武
、
四
辻
清
流
太
鼓
な
ど

が
披
露
さ
れ
大
勢
の
観
客
か
ら
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。空
港
ビ

ル
内
で
は
、
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
作
品

の
展
示
や
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど
が

催
さ
れ
、
多
く
の
家
族
連
れ
ら
が
イ

ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

助
成
金
を

交
付

u

日
本
赤
十
字
社
県
支
部
石
川
地

区
有
功
会
の
民
間
同
体
助
成
金
交

付
式
が
村
長
室
で
行
わ
れ
、
村
赤

十
字
奉
仕
団
(
委
員
長
在
井

実
)
に
助
成
金
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。
式
で
は
、
石
川
地
区
有
功
会

の
小
針
千
代
之
助
会
長
か
ら
石
井

実
委
員
長
に
助
成
金
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
奉
仕
団
で
は
、

一
人
暮

ら
し
高
齢
者
へ
の
給
食
サ
ー
ビ
ス

な
ど
を
実
施
し
て
ゆ
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
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自動車税はお早めに

~福島空港開港10閤年記怠イベントより~

確定申告が間違っていたとき
自動車税は、毎年4月1日現在で自動車を所筒してい

る15C割賦販売により購入の場合は使用者)が1伍分を

納めるごとになっております。納税通知書は5月上旬に

お送りします。

平成15年度の納期限iま
早めに納めましょう。

なお、身体に謹書のある方、知的障害・精神障害のあ

る方で、一定の要件に該当する場合に自動車税が減免さ

れる制度があります。

ー問合せ 県中地方振興局県税部課税第二諜

TEし 024-935-1261

うつくしま剛ふくしま健康福祉祭

スポーツ交流大会
(すこやか福島ねんりんピック)

5月168C釜)にいわき市において、高齢者のスポー

ツ等の総合イベントが開催されます。ニュースポーツ体

験コーナーへの参加や観覧はどなたでもと自邑にできま

すので、お気軽にご来場ください。(入場無料)

です。6月2日

確定申告書を提出した後で、計算誤りなど申告内容に

間違いがあることに気付いたり、うっかりして確定申告

書の提出を忘れている方はいませんか。もうー痘確認し

てください。
税額を多く申告したときは[重正の講求j在、少なく

申告したときは[修正申告jをして正しい税額に訂正す

る手続きをしてください。また、確定申告をしなければ

ならないのに、申告書の提出在忘れていたときは、直ち

に確定申告をしてください。

詳しくは、最寄の税務署や税務相談室にお尋ねくださ

い。タックスアンサーのコード番号は、 [2024](確定

申告を忘れたとき)、 [2026JC確定申告を間違えたと

き)です。

θ80 
平成16年の歌会始めの

お題及び諒進要領について
1 .お題 「幸jと定められました。

「幸ひJ(さいはひ、さきはひ)、(幸せJ(しあはせ)その他の

「さちJ以外のよみ方を用いてもよく、またf幸Jの文宰の入っ

た熟語を使用しても悲し支えありません。

2.諒進要領

お題を諒み込んだ自作の短歌で 1人1替とし、未発表のも

のに限ります。用紙は半紙(習掌用の半紙)とし、毛筆で邑書し

てください。

3・諒進の期間

お題発表の日から9月30日までとし、郵送の場合は消印が

9月30日までのもの

5.郵便の宛先

「〒100-8111
てください。

6.その他

詳細は、富内jすホームペーツをご覧ください。

http://www.1くunaicho.go.jpj12jd12心3.html

圃4月

22臼(火)ポIjオ予防接種・

午後O時45分~

238C水)母親教室 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・保

午後1時~

25巴(金) 3歳児健診・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・保
午後1時~

ヨj昌司国の健康と、よみ

-・保

-・保

-・保

.5月

88(木)

9日(盆)

宮内庁jとし、封笥にf認進歌jと書き添え

-・保

-・保

保
一
公

公:公立岩瀬病院保:保健センター

寄付ありがとうございます
下記の方々から社会福祉活動資金として寄付をいただきました。

厚く御礼申し上げます。(村社会福祉協議会)

・J/f辺の大和田和チさんから ・竜l埼の橋本松夫さんから

・J/f辺の痕藤正重さんから ・南須釜の我妻一夫さんから

・中の駒木摂渉さんから ・北須釜の瀬谷i事さんから

・岩法寺の草野政美さんから ・東京王J/f会からふるさと福祉事業

・竜崎の鈴木三善さんから として 208.540円

国民年金Q&A
Q 大学生の恵三子が20識になりました。国民年

金の加入手続きが必要と瞳きましたが、学生でも

保険料を納めるのでしょうか。

各撞スポーツなど競技大会
(全国健藤福祉祭徳皐大会の派 上荒川公園ほか

違選手選考を兼ねる)

ニュースポーツ体験コーナー
いわき市立総合体青館
(上荒川公圏内 1J¥i本書館)

12 

事業主の皆さんへ

平成15年度の労働保険の年度更新をする時期がまい

りました。 4月初めに福島労働局から送付される申告書

と記入要領をよくお読みいただいて、 5月20日 ま

でに最寄りの銀行、郵便属、労働基準監醤署、福島労働

局において手続きされますようお顧いいたします。
ー問合せ福島労働局総務部労働保険徴収室

TEL 024-536-4607 

|お誕生おめでとうございます]
(3月届出分)

保護者名

広

俊

忠、
A 学生でも20i需になったら富民年金に加入し、

保険料を納めなければなりませんG ただし、掌生

は収入が少ないか無収入の場合が多いので、大学

や専修掌校等の写生を対象に保険料の後払(納付

特例)制度が設けられています。

学生本人の前年の所得が68万円以下で在学中

の学校が制度の対象であれば、市町村に届出する

ことにより保険料の納付が猶予されます。猶予と

なった保験料は10年以内に追納できますので、

社会人になってから納めるようにしてください。

学生の納付特例の意認期間について未納のまま

10年を経過した競合は、将来の老齢年金はその

分減額されてしまいます。なお、期間中に万が一

障害の状態になった場合障害年金を受けるこ

とができます。

いずれにしても、国民年金保険料は未納のまま

にせず、学生の場合は納付特例の届出をしてくだ

さい。なお、この届出{ま在掌中であれば、毎年度

l必要となりますのでご注意ください。

彦

雄

1，835戸(…5)

7，563人(-18)

3，761人(-7)

3，802人C-11) 

すくすくクラブ

午前10時~

1歳児棺談会・・

午後1時~

138C火)母親教室・

午後1時~

14巴(水)機能訓練

午前10時~

19巴(月)号膏て何でも棺談・・・
午前10時~午後ヰ時・... 

21日(水) 3----4ヶ月兜健診・・・・
午後1時30分~

彦

健

nu 

r
ボ
叶

み
は
豆
大

く来
1
k
l

る
み
快
い
威
な
菜
っ
鳩

名

く

り

氏
λ

未
日
徹
い
日
康
れ
伶
ω
陽

け

日
出

λ

E
妻

藤

臼

山

高

針

、

川

J

J

立ヨ

v

ア

ijTMぺ

I

l

l

-

d

p

H

ド

lv

我

粛

塩

宇

町

小

肘

以
捌
川

地区名

Eド

中

岩法寺

竜 1[1奇

竜 1[1奇

北須釜

北須釜

村のようす
(15年4月1日現在)

組

国

松

畠

va

寝
つ
か
れ
ず
寝
一
込
リ
打
て
ば
幻
影
に
亡
父
母
現
れ
て
励
ま
さ
れ
お
り吉

田

亘
子

花
愁
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集
i

i

ー
村
公
民
館

春
も
酎
花
関
没
の
司
」
の
史
に
軍
歌
を
歌
う
走
ら
の
集
い

針

守
、h
μ、

粉
雪
に
詩
化
粧
し
て
笠
地
歳
土
手
に
に
ん
ま
つ
倣
笑
む
ご
と
し
小
針
み
ね
子

何
も
か
も
埋
め
て
く
れ
る
積
雪
に
あ
の
手
鏡
も
隠
し
技

特
老
の
清
持
奉
仕
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
老
ら
の
ね
ぎ
ら
い
は
向
に
泌
み
る

吉

田

英

祐

生十

愛
子

日
輸
を
枝
に
抱
き
つ
つ
子
、
専
攻
う
た
う
気
配
の
大
銀
本
か
な

)1) 
崎

主主
子

創

造

子

一

ヨ

夫

子

け自

y
箆

制
闘
和
安
好
い
υ
政
三
知
一
セ
ゆ

引

ω

心叶法

治
子
一
英
子
ン
ヨ
ル
ク
仁

名

ミ

サ

ツ

部

氏
庄
キ
好
勝
マ
キ
ミ
ハ
カ
働

者

札

亡
国
藤
向
根
野
木
本
妻
谷
和
い

死

和

木

詑

詰

大

須

曲

駒

草

鈴

橋

我

瀬

部

ο
を
出

掛

到

し

掲

印

名

辺

辺

生

寺

崎

崎

釜

釜

の

冶

区

中

法

須

須

伊

肱

旭

川

川

蒜

岩

竜

南

北

広

蜘

空き缶やゴミの投げ播てはやめましょう

農業用使用済み

プラスチックを
回収します

回収臼

4月24巴(木)

8: 30"'-' 11 : 30 
回収場所

JA玉川宣巴倉庫

さ
る
な
し
俳
句
会
三
月
句
会
詠
草

の
ど
飴
を
令
み
野
焼
き
の
火
種
遂
ふ

仁

春
日
向
縄
跳
び
の
児
の
よ
く
弾
み

由
記

燈
台
を
目
指

L
T木
の
芽
道
逮
し

春
恵

犬
ふ
ぐ
り
允
を
集
め
風
に
な
る

糞
知

六
尺
戸
会
み
虫
し
て
子
の
卒
業
す

華

祝
う
日
を
待
ち
わ
び
な
が
ら
蓬
摘
む

美
枝

描
の
背
の
い
っ
か
な
見
え
ず
日
脚
神
ぷ

仁
美
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玉川村役場 n(0247) 57 -3 101 編集/総務課印刷/~有)円谷印刷 (毎月 15 日 発行)

嘩場願:τ
{シリーズ

発行/福島県石川郡玉川村大字小高字仁~J Ii殴 9

警時-?IL生??

母子保健①}

今月から、昨年11月に実施した母吾保健アンケ-卜の

集計結果についてシリーズでお伝えします。このアンケー

ト調査は、玉川村の予膏ての現状を把握するために村内の

幼稚園や保青所に通っている;子どもたちの母親を対象に実

施したものです。

今回は、妊娠中に何らかの教室に参加したことがあるか

どうかということについてです。

い一〈云朔】
弘
法
マ玉川Q あなたは妊娠中、病院や市昭村で開催されている母親

学級や両親学級に参加したことがありますか?

母親学級に参加 参加しなかった
ち01 44.9 45.5 

角田 照

会長宅 n57-2290 
毎月第2・4木曜日午後1時-----3時

中生活改善センタ-

長

先

時

所

矢
口
臼
場

。
市
習
習

会

連

練

練

•••• 

大正琴が娼きな人たちが集まり9年前に結成、結成当初

は会長宅で行っていた練習教室も、いまでは会員も増えて

中生活改善センターで練翠を行っています。

発表会としては、村の芸能発表会に毎年出場するほか、

県大会や全自大会にも出場、最近ではふくしま未来博にも

出演しました。3月17日(用うにはふれあいセンターを訪

れ、お年寄りの方々への慰問を行い、大正琴の演奏を始め、

懐かしい歌をお年寄りと一緒に披露しました。

ふれあいセンターへの訪問は毎年行っており、角田会長

は「皆さんに喜んでもらえるのが嬉しいですjと話していま

した。

会では、常時会員を募集していますので、会長までご連

絡ください。

30 

この結果から、妊婦さんの半数近くが伺の教室にも参加

したことがなく、更に父親の参加となるとわずか9.6%と

いう低い結果で、あまり関/[)が高くないという之とがわか

りました。出産前から夫婦で親になることに対する準備を

少しずつしていくことはとても大切なことです。特に、初

めての出産をひかえているご夫婦には何らかの教室に積極

的に参加されることをおすすめします。村では、ご夫婦で

参加しやすいように夜間の教室開催を実施していますの

で、ぜひ参加してみてはいかがでしょうか。

次自は、妊娠中の悩みや不安についてです。

40 
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朝
心に残る我がふるさと

『我が故郷は心の依り処・

/11辺沖の自然の風景』

東京都豊富区

磯目

玉
川
会
の
皆
様
、
い
つ
も
大
変
お

世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
紙
面
に
て
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
私
も
故
郷
を
離
れ
て
早
く
も

五
十
数
年
が
経
ち
、

今
で
も
子
供
の

頃
の
事
を
懐
か
し
く
思
い
ま
す
。
こ

の
度
故
郷
の
思
い
出
に
関
す
る
も
の

を
載
せ
る
事
に
な
り
、
我
が
心
に
残

る
自
然
の
風
景
を
題
と
致
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
或
る
日
、
放
課
後
に
友
だ
ち

と
川
辺
小
学
校
の
運
動
場
で
遊
ん
で

い
る
時
の
こ
と
で
す
。
学
校
と
同
じ

く
運
動
場
は
村
中
で

一
番
高
い
所
に

有
り
ま
し
た
。
そ
の
高
台
か
ら
子
供

の
目
線
で
眺
め
た
川
辺
沖
の
風
景
で

す
。
そ
れ
は
絵
に
書
い
た
様
に
色
彩

と
風
貌
が
あ
り
、
本
当
に
美
し
く
映

え
て
見
え
、
心
に
深
く
感
じ
ま
し
た
。

西
に
は
、
遠
く
見
え
る
那
須
山
が
茜

色
に
染
ま
る
雲
の
下
に
、

扉
風
を
広

げ
た
よ
う
に
そ
び
え
、

誰
か
を
迎
え 幸男さん

る
か
の
よ
う
に
も
み
え
ま
し
た
。
沖

の
奥
に
は
阿
武
隈
川
が
流
れ
、

当
時

は
泳
ぎ
を
す
る
唯

一
の
川
で
し
た
。

又
、
中
ほ
ど
に
は
の
ど
か
な
風
景
を

見
せ
る
田
畑

の
中
を
水
郡
線
が
走

り
、
汽
笛
を
鳴
ら
し
機
関
車
か
ら
黒

い
煙
を
も
く
も
く
と
吐
き
出
し
、
列

車
の
通
り
過
ぎ
た
後
に
、
煙
が
点
々

と
宙
に
残
る
風
景
は、

今
で
は
み
ら

れ
な
い
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

ま
た
、

春
に
は
、
肥
料
と
し
て
蒔

か
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
田
ん
ぼ
に

れ
ん
げ
草
の
花
が

一
面
に
咲
き
、
沖

の
風
景
も
色
彩
が
あ
り
、
と
て
も
美

し
く
思
い
ま
し
た
。
本
当
に
故
郷
の

自
然
の
風
景
は
す
ば
ら
し
い
。

も
う

一
度
、
今
の
目
線
で
挑
め
て

見
た
い
。
故
郷
は
母
の
如
く
人
の
心

を
優
し
く
い
や
し
て
、
そ
し
て
勇
気

と
希
望
を
与
え
て
く
れ
る
心
の
依
り

処
で
あ
る
。
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